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和文要旨

仏像の製作は、 1世紀末に現在のインド ・パキスタンで発祥した後アジア各地へ伝播し、各地 ・各時代で多様

な造形を展開した。私たちは、この多様な造像様式を計測的かつ統計的に解析している。ここでは鼻梁側面観造

形の特徴分析を試みた。国内美術館が収録した中国石窟寺院仏頭と平安期近江の観音菩薩像の側面観写真をデジ

タル画像として取込み、画像上で計測を行った。計測は、 tr_aより gn_aに引いた直線を基準線とし、 tr_aより

prn_aに引いた直線と埜準線がなす凡尖角に対して、それぞれprn_aより鼻梁に沿って引いた直線と基準線が成
す昴角、 tr_aより g_aに引いた直線と基準線が成す眉間角、および tr_aより se_aに引いた直線と基準線が成す鼻

根角の比の対数変換値を、有効な特徴パラメータとして選定した。また、少数のヒ ト類似型側面観作例を有効に

抽出するために、仏像と人間のデータを併用する多変鼠解析を行った。人間のデータには学生の横顔画像データ

を用いた。仏像とヒトの併合群のクラスター分析と主成分分析から、仏像鼻梁側面観造形に 「リニア型」、「単調型」、

「起伏型」、および「隆起型」の 4型を確認した。

キーワード：仏像頭部、鼻梁側面観、特徴パラメータ、クラスター分析、主成分分析

Keywords : Buddhist sculpture head, Nasoglabellar profile, Feature parameter, 
Cluster analysis, Principal component analysis 

1. はじめに

仏像の製作は信仰の形而下表象として、釈迦滅

後約50 0年を経た 1世紀末に、現在のインド（マ

トウラー）およびパキスタン（ガンダーラ）で発

祥したとされる。その後造仏はアジア各地へ伝播

し、造形方式と民族性と経典による規範（儀軌）

の3要素をないまぜながら、各地 ・各時代で多様

な造形を展開してきた。草創地造形方式の影響

は、とくに中国の初期像に見られ、朝鮮半島や日

本もその傾向を継承したが、一方東南アジアでは

民族性の強い様式が顕著になった ll l。
仏像をめぐる二面性として、つくる側とつくら

れたものを感受する側を区分することができる。

後者は本来仏教信仰者であったが、彫刻としての

優品を選んで美術作品と見る観点が欧米あるいは

近年の日本で盛んになっている。

Im相研究所、 KeisoResearch Laboratories 

私たちの研究の立脚点は、前者すなわち造仏

の側面にあり、 地域や時代の影響を受けなが

ら、仏陀や菩薩が人間を超越する存在と してど

のような造形上の表現をなされてきたかについ

て、計測的アプローチの可能性を追求している

[2],[3],[ 4 ],[ 5 ],[ 6]。

2. 目的

仏像の特異的造形の一つとして、晶尖から前額

に通じるいわゆる「ギリシア鼻」様造形が知ら

れ、中国石窟寺院から日本まで広い共通性が見ら

れる。一方、日本の造仏様式において画期をな し

たとされる運慶作円成寺大日如来のように、短鼻

で眉間と鼻根の起伏があり、人間により近い印象

を与える作例も登場している。このように鼻梁造

形には多様性があるが、経典規範である三十二相

" l½l西学院大学理工学部 、 School of Science and Technology. Kwansei Gakuin University 
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八十種好 17lをあたっても、鼻梁造形に関するル

ールは特に見当たらないので、この造形様式に関

しては文書化されない作法上の約束事の存在が推

定される。

私たちは先に、鼻梁側面観に関する直線的な造

形と人間的な起伏のある造形を目安とした特徴分

析によって、 4つの基本的な品梁造形様式が区分

できることを報告した 12|。本研究では、人間群

標本として新たに収集した横頻写貞を用いて詳細

な分析を行い、更に人間群標木を併用する分析手

法自体の有用性を検証する。

3. 方法

3.1. 対象画像の選定

多数の仏像を自由に計測して統計分析用のデー

タを得ることは、信仰ヒの制約から不可能であ

る。そこで本研究では、国内美術館が研究用に

収録した側面観写真をデジタル画像として取込

み、 Photoshop画像上で計測を行った。これらの

写貞は、必ずしも正確な画像計測を目的とした条

イ牛のもとに撮影されたものではないので、まず一

見して撮影位罹や角度に問題があるものを除外し

た。また、宝冠や垂飾などによって計測点が遮蔽

されているものも除外した。画像密度は 800~

l.lOOdpi、また角度分解能は 0.1゚である。

如来や菩藷は悟りを開いた超越的な仔在を表象

するために、人間に近いが人間とは異なる姿に造

形することが経典儀軌によって規定されている。

つまり、人間的な造形と超人的な造形とを併備し

ている。本研究ではこの観点から、人間的な造形

の作例を抽出するために、人間の横顛画像を使用

した。

対象画像に選定した資料を、表 1および表 2

に示す。

l)第 1標本群 ：中国石窟寺院仏頭 l9]

中国の北魏期から唐期にいたる石窟寺院の石像

頭部を第 lグループとした。表 lに示したよう

に、この群は、長い時代間隔と広汎な地域に亘っ

ており、多様な造像様式を示している。以下、略

称 「中国群」とする。

2)第2標本群：平安期近江の観音菩儲像 l8|

琵邑湖）吉l辺では古密教の観音信仰が奈良期から

行われ、平安期に多くの木彫観音が造像された。

平安期は、大陸から導入された前代の多様な造形

が集約化 ・日本化した時期とされる。以下、略称
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「近江群」とする。

3)第3標本群 ：ヒト

関西学院大学学生の横顔を国籍、性別、年齢を

問わず撮影した左側横頻写真から、眼瞼によって

晶根計測点が隠されたり、小靡によって島元計測

点が見えない例や、髪際の位歯が確定できない横

頻など、不具合のある例を除いて、第 3グループ

とした。以下、 「学生群」とする。学生群を表 2

に示す。

3.2. 鼻梁側面観計測点の設定と計測項目

仏像の顔は人間に似せて作られているので、ヒ

トの顔面頭部の多くの計測点 [10]を利用する

ことが可能であるが、造形物であるから解剖学

的な成立ちではない。一方、人間にはない特異

造形があり、ヒト計測点の単純な適用はできな

い。私たちは仏像のみならず造形物の計測点には

●‘artificial x・・ の意として添字“_a"を付し、 (X_a) 

と表示するようにしている [2l,[4|。

l)基準線 (tr_a-gn_a) 

画像の反転：資料写真は左右側面が混在してい

るので、右側面の場合は画像を左向きに反転した

のち、以下の手順を行った。

基準線 ：仏像頭部では、外耳の位附と造形が著

しく人間離れしているヒ、眼窓下縁の orbitaleが

あり得ないため、耳眠面を設定できない。そこで

木研究では、髪際の trichion(tr_a)から願最下

部の gnathion(gn_a) にいたる直線 (tr_a-

gn_a)を基準線とした。嬰準線としてはこのほ

かに、 tr_aから靡元の subnasale(sn_a)あるい

は下顎前端の pogonion(pg_a)に引いた直線も

検討したが、良好な結果は得られなかった。

2)画像回転

上記の星準線が画面の縦軸 (Y軸）に平行とな

るように、tr_aを点中心として画像を回転し、垂

直姿勢としたのち以下の計測点を設定した。

3)計測点の設定（図 1)

(1)昴尖の Pronasale(prn_a)：鼻輪郭の前方

最突出点を prn_aとした。

(2) 鼻元の Subnasale(sn_a)：仏像は鼻中隔

がないので、輪郭線が昴から鼻下垂直輪郭部に

移行する点をもって、 sn_aとした。

(3)眉間の Glabella(g_a)：梱顔の旧間点を

g_aとした。仏像ではギリシア鼻様造形や鼻根

から眉間にかけて平坦な造形があり、隆起点が
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表 1． 資料一覧表（仏像）

中は中国、近は近江、前は平安前期、中は平安中期、後は平安後期のそれぞれの略記表示

No 対象略称 像種類 素材

I 巾2雲 2北魏 仏別l 石造

2 叶14雲北魏 仏頭 石造

3 中6実北魏 仏煩 石追

4 中8常北魏 附雑頭 伍造

5 中 10天3東魏 拷雑頭 い造

6 中 12天 1北斉 仏頭 い・造

7 中 14火 l北斉 仏豆J'i 石造

8 中 16天 I6北斉 仏頭 じ造， 巾 l8天 l6北斉 陪1¥泥頭 い造

10 中20天 16北斉 附雑頭 伍造

l I 中22天8隋 仏頭 石造

12 「ド 24)(8補修附 仏頒 石辿

13 中26北響南北斉 灼位頭 (-i造

14 中28北響中北斉 飛犬煩 (-i造

15 中30龍敬善唐 仏頭 石造

16 巾32能肝 仏頒 石造

17 中34龍肝 仏頭 じ造

18 中36龍庫 仏碩 、L,．皿、土

19 中40龍奉先唐 仏頭 し造

20 中42龍奉先唐 仏韻 石造

21 '1144龍奉先庫 仏面i い造

22 中46天 18)肖 仏頭 白造

23 中48天21唐 拷1娩頭 石造

24 中50天 l7唐 仏頒 石造

25 中52}<-:17唐 l;．)；競頭 石造

26 近 2延暦寺前 丁・手観音立像 木辿

27 近 4園城寺前 トーI(II観音立像 木造

28 近 6来迎寺前 咆観音立像 木造

29 近8米現寺前 叩観音立像 木造

30 近 IO金剛定-!f袖 u川観，者1'i．像 木造

31 近 12池長寺前 1-・1而観畠:,‘L像 木造

32 近 14川匝指 |→ •而観畠立像 木造

33 近 16西教寺中 兜観音守像 木辿

34 近 20集IIIJ呼叫I ,- •而観畠立像 木造

35 近 22伍山寺中 川］i気,1,倫倫見/",:'I,・固Il(g{ 木追

36 近 24盛安、，J：中 | -•面観音立像 木造

37 近 26北門前党叶I 刈’.1観音坐像 木造

38 近 28日野熊野巾 り鳴船立像 木造

39 近 30h道抒中 IーI(I.i観音立像 木造

40 近 32妙音寺後 咆観音立像 木造

41 近 34束方、『後 Iーl(l1観音W像 木辿

42 近 36礼龍寺後 I→ →1面観音ii像 木造

43 近 38敬恩寺後 I-1(Il観呂立．像 木造

44 近 44金剛輪寺後 ,-・1面観呂吃像 木造

45 近 46よ那神社後 I ・1fli観音立像 木追

46 近 48円満寺後 IーI(Ii観音立像 木辿

47 近 50常楽、1f後 叩観音立像 木造

48 近 52金剛輪寺後 11,'！観音立像 木追

49 近 54総持寺後 丁 T••観音 1ゲ像 木造

50 近 56明下院後 T・丁観',:,i立像 木造

51 近 62熊野神fI後 T• 手観音立像 木辿

52 近 64m中神社後 I • 一面観音立像 木造

53 近68賃光、『後 1-ー1(1i観音1'「．像 木造

明瞭ではない例がある。この場合は、眉上端に

接する水平線と鼻梁輪郭との交点をもって g_a

とした。

(4)昴根の Sellion(se_a) :昴根から眉間にい

たる輪郭の最凹点を se_aとした。仏像ではや

場,ir 時代 1iJr (1: /I,1典

雲岡第 2洞 北魏 l9l 

雲岡 北魏 [9] 

宍岡 北魏 [9[ 
祁,1土しL9「『てI 北魏 大阪lI―i立）こ術館 191 
犬龍山第 3洞 束魏 191 
）計龍山第 1洞 北行 19| 

天龍山第 Iilo) 北斉 191 

犬龍山第 16洞 北斉 191 
）ぶ龍山第 16iJ,,j 北斉 [91 

火龍山第 16ii'，1 北斉 止木芙術館 [9[ 

天龍山第 8洞 隋 大阪Ih立美術館 [91 

天龍山第 8訓 陥 [9] 

、It糸！限‘;; 1• I l I I‘h i|I II 北済 大1点必術館 l91 
北菩1:i:11111111,;J 北斉 |9| 

龍1"11孜善、’j.'枷l 唐 191 

龍/"I 肝 人阪l1i¥9)：父術館 [9[ 

龍l"l 唐 191 

副 "l 唐 191 
副＂］奉先所l,i) 崩 大阪1山美術館 191 

龍l"J奉先、1,i199) 店 lじ木］こ術館 191 
龍1"]ノ，,先、『洞 店 19l 

人龍山第 18洞

＂ 
束叫lil,'dtり物館 191 

］く訂li1l12f'i21/1,;J 店 根沖美術館 |9| 

天龍山第 17洞 唐 香‘二，［美術館 [9[ 

犬龍山第 17訓 店 香‘り美術館 l9l 
人津市延暦、1f 平安前期 延I・伶、'i [8] 

人沖rII|il城、'i: 平安前期 固城、'i' ISi 
野洲IIIJ来迎、1J• 平安前期 米迎、1i 181 
びわIllJ米現、1f 平安前期 米現、1J・. 18l 

日野町金剛定寺 平安前期 令剛定寺 181 
中主IIIJ述長、'i: 平安前期 述長寺 [81 

t;L i 1! l「il l | 1）？伯1l,•'f‘:;1• 未確定 /II原観音滸 [81 

大津市西教、1f 平安叫IJ-1 伯教、'i' [8| 

ばt1h1l集IIIJ観音党 平安中期 集町観音’培 [8] 

)＜ t 1!「I―J、(iiI I、'i: ‘V安中期 { ii I I、'i: |8l 

大津1!J盛‘女'、'i 平安中期 盛女、'J 181 

長浜巾北l"I前観音常 平安111月1 ,I t 1'’l | lfi i1ぷ！i＇i':;t 181 

日野111」熊野it-: 平安中期 熊野1メ |8| 

木之本町(j道、I)' 、ド安中期 {―I追、『・ l81 
l I叱'illl]妙音、1J. 平安後期 妙音、'f [8| 

梨束Ill]東方、1f 平安後期 束方、'f 181 
1 1 l i ・ • IIl ]. t 1・．龍、'r 平安後期 i l.. i犯、'i |81 

宋東l11).1孜恩、'i' ‘|勺え後期 敬恩寺 181 
秦~i:111［金剛輪、1J・. 平安後期 令剛輪寺 181 
i t 1! 1―I―i、と；/Jllii11i,I ‘1汝後期 、と•、 1)| ：tI I I t 1. 18| 

近ii：八幡市ILJi乱，；『 平安後期 1 リ満、1j• [8[ 

湖、ltlllJ常楽、1j. 平安後期 、9:H1』• ]，，，＇Iゞ<、’Jこ• [81 

会；！［町令剛綸'f 平安後期 金1itlII輪、1J: [8[ 

艮浜l|］総持、りー 平安後期 総i.．'i・、'r [8[ 

大沖市11）1_[l坑 平安後期 明 ヒ院 l8l 
，．l●，．律市熊野神社 平安後期 熊野神tt 18l 

栂1」ヒIIIJIII叶I糾Itl-- 平安後期 1111!1tljl/l 181 
（言楽IIIJ1？光、＇f 平‘以後期 胃光、1f l8l 

はり、品根が必ずしも鮮明ではない例がある。

その場合は、上瞼下縁最卜.部から引いた水平線

とり心梁輪郭との交点をもって se-aとした。
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(5)鼻梁延長点の Pronasale'(prn'_a): prn_a 

から鼻梁に沿って延ばした直線と晶準線との交
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l5 
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42 
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表 2. 資料一覧表（ヒト）

性別の mは男性、fは女性

表示記号 国簡 年令

111 Ill 日本 46 

日2f 日本 23 

Fl 3「 11木 24 

日4m 日本 23 

日5m LI木 23 

Fl 6 m LI木 22 

日7m LI本 22 

LI 8 m 日本 22 

l=I 9 m 日本 22 

Fl!Orn 日本 23 

IJ I l Ill 日本 23 

日 12f 日本 22 

日 13f 日本： 21 

LI 14 m 日本 22 

日 15m 日本 23 

日 16m 日本 24 

日 17m 日本 23 

円 18m 日本 25 

韓 Im 怖l_tl 29 

韓 2m 韓国 34 

韓 3m 韓国 31 

韓 4m 韓国 27 

韓 5m 韓[Ii[ 23 

韓 6m 僻国 23 

韓 7m 韓I,q 25 

韓 8m 韓国 38 

韓 9m 韓国 25 

韓 !Om 韓国 29 

韓 II f 韓国 24 

韓 12f ,:u,n吋 26 

韓 l3「 韓Il;j 27 
叶II f 1 1 1 1 k | 24 

中2m 1 1 1|玉I 28 

中3m 巾IJil 24 

中4m 中lk 27 

米 IIll 米国 56 

米 2m 米国 36 

米 3f 米国 25 

米 4m 米国 32 

米 5m 米国 31 

米 6m 米国 38 

印 Im インド 24 

ニュ If ニュージーランド 34 

バン Im バングラデシュ 37 

英 Im 英国 29 

性別(m/f)

m 

f 

f 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

f 

f 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

m 

f 

f 

f 

f 

m 

m 

m 

m 

m 

f 

m 

m 

m 

m 

f 

m 

m 

点を prn'_aとした。鼻尖がラウンド状を呈す

る例においては、この直線は鼻梁輪郭線と一致

しないことがある。

4)計測項目

仏像では人類に適用される計測項目を必ずしも

定義通りに適用できない。本研究では、仏像の鼻

梁側面観造形に最も良く対応すると考えられる変

数として、角度が倍率の影饗を受けない利点を考

慮し、下記の角度を選定した。

(1)昴尖角 (TA): tr_aから prn_aに引いた直

線が基準線と成す角度。本研究はギリシア鼻様
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prn_a 

図 1． 鼻梁側面観の計測点と言t測角
鼻尖角TA=乙prn_a・ tr _a ・ gn_a 
鼻角 PA=乙prn_a・ prn'_a ・ gn_a 
鼻元角 NA=乙sn_a・ tr _a ・ gn_a 
眉間角 GA=乙g_a・ tr _a ・ gn_a 
鼻根角 SA=乙se_a・ tr_a ・ gn_a 

造形を主テーマの一つとしているので、この角

度を特に設定した。

(2)鼻角 (PA): prn'_aから prn_aに引いた直

線が基準線と成す角度。

(3)鼻元角 (NA): tr _aから sn_aに引いた直

線が基準線と成す角度。

(4)眉間角 (GA): tr_aから g_aに引いた直線

が嬰準線と成す角度。

(5)鼻根角 (SA): tr_aから se_aに引いた直

線が基準線と成す角度。

3.3. 統計的方法

仏像鼻梁側面観造形の特徴を有効に弁別し得る

変数を知るために、種々の変数についてクラスタ

一分析あるいは主成分分析を行った。多変量解析

には EXCEL多変量解析 ver.5.0を利用した。

l)クラスター分析法 ：最短距離法、最長距離法、

群平均法、重心法、あるいはウォード法を検討し、

造形様式との対応性が最も良好なウォード法を採

用した。
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表 3. 鼻梁側面観諸角度 （中国群および近江群）

表記の単位：度

対象略称 鼻元角 昴尖角 昴角 外根角

中2雲 2北魏 l 3 3 22 4 22 4 23 4 

中4毒北魏 76 16 3 I 6 3 I 6 4 

巾6雲北魏 55 13 8 13 8 13 3 

巾8常北魏 64 I 9 7 26 8 14 4 

巾 10犬 3束魏 86 19 27 5 12 4 

中 l2天 l北斉 12 9 26 6 25 5 24 

巾 14天 ］北斉 12 27 2 23 6 318 

111 16反 16北斉 11 6 23 5 23 5 25 3 

中 18犬 16北斉 I 2 4 23 3 23 3 23 4 

中20X 16北斉 10 9 19 7 19 7 21 

中22犬 8隋 IO 8 23 7 25 I 22 

巾24夭8補修隋 78 19.1 I 7 5 22 I 

中26北牌南北斉 77 19 5 23 4 16 4 

中28北響中北斉 76 I 3 5 17 I I 3 2 

中30龍敬善唐 98 18 7 25 8 11 5 

中32龍則天唐 I 3 6 21 7 26 9 19 2 

中34龍則天唐 8 17 I 19 4 14 I 

巾36龍唐 75 I 6 I 24 1 93 

"'40龍奉先唐 68 20 7 27 6 12 7 

中42龍奉先店 87 24 3 22 7 15 5 

1|144龍奉先唐 79 19 6 27 6 I 3 4 

中46k.J8唐 98 23 8 26 5 20 7 

中48天21唐 89 19 20 9 17 4 

中50天 17唐 11 6 23 3 23 3 23 7 

中52天 17唐 12 22 9 22 9 24 4 

近 2延暦寺前 I 3 5 24 6 24 6 22 8 

近4栢l城寺前 13 4 23 8 23 4 22 5 

近6来迎寺前 I 2 5 22 22 23 9 

近8来現汗前 14 8 25 319 19 

近 10金剛定抒前 8 20 5 21 5 I 9 4 

近 12迎長寺前 59 16 216 88 

近 14川I点党 72 17 8 27 7 IO 4 

近 16西教寺中 87 18 6 24 9 13 5 

近 20集町堂中 66 14 4 17 2 12.3 

近22石山寺中 10 3 17 9 19 6 I 5 8 

近 24盛安寺中 72 19 8 27 3 13 5 

近26北門柚堂中 8 20 2 23 8 16 

近 28日野熊野中 7 15 22 4 ， 
近30石道寺中 93 18 3 24 4 l 3 2 

近 32妙畠寺後 83 17 8 23 5 13 

近34東方寺後 59 I 6 2 22 8 12 7 

近36江龍寺後 72 16 8 22 8 97 

近38敬恩、午後 66 13 4 209 96 

近44金剛輪寺後 82 l 8 3 25 3 10 9 

近46志那神社後 12 I 22 8 23 9 23 4 

近48円満寺後 65 17 I 22 3 IO 7 

近50常楽寺後 109 17 7 19 8 15 

近 52金剛輪寺後 99 18 I 18 I 18 2 

近 54総持寺後 77 16 6 27 3 12 

近 56明上院後 lO l 20 26 7 17 6 

近62熊野神社後 97 17 5 30 IO 2 

近 64Ill中神社後 88 18 I 27 10 3 

近 681.1光寺後 97 19 9 28 3 I 3 7 

盾間角

23 4 

I 6 8 

14 3 

15 4 

21 3 

308 

35 8 

30 5 

24 8 

24 5 

25 I 

28 7 

I 9 5 

I 6 I 

I 6 5 

21 

l 5 9 

13 I 

I 2 8 

22 8 

I 5 8 

216 

20 5 

29 2 

25 6 

23 5 

23 4 

23 2 

17 

19 8 ， 
10 2 

14 8 

14 

13 6 

14 7 

I 8 I 

8 

I 4 5 

I 5 7 

I 3 2 

11 3 

l 3 6 

l06 

18 5 

10 7 

I 6 9 

17 9 

I 3 6 

18 I 

10 9 

IO 2 

14 8 

2)主成分分析 ：データ間あるいはクラスター間

の距離を確認するために主成分分析を行い、主と

して第 1主成分と第2主成分の得点を参照した。

3)仏像データとヒ ト・データの併用分析 ：仏像

群の中からきわめて少数のヒト型鼻梁側面観標本
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表 4． 鼻梁側面観諸角度 （学生群）

表記の単位：度

表ぷ記号 鼻｝ー［角 昴尖角 鼻角 加根角

「11m 10 54 19 09 29 68 18 11 

日2f 12 46 20 35 40 2 l 3 2 2 

日3f 9 54 17 17 3105 l 2 41 

LI 4 m l4 62 23 61 35 03 I 9 65 

11 5 m 13 98 22 15 32 82 15 43 

1_1 6 m 15 32 22 59 3138 19 85 

日7m I 306 20 l5 35 I 6 15 75 

日8m 12.62 1883 3 I 72 I 5 32 

日9m 13 44 21 45 37 38 17 07 

日 10 m I 6 I 2 22 59 36 5 l8 

H 11 m 12 08 21 06 34 68 16 07 

11 12 f I 3 87 216 35 56 I 5 85 

「I13 f 12 52 l8 l I 37 95 11 64 

日 14Ill l0 43 20 61 30 5 18 11 

日 15m 17 33 24 32 29 2 I 22 93 

LI I 6 m 12 63 20 91 30 67 17 33 

17 17 m 1092 18 62 31 13 14 3 I 

|」 18m 13 66 2086 35 68 14 84 

韓 lm 11 75 2096 33 54 l 2 3 

韓 2m 13 44 21 55 38 38 15 91 

韓3m I 3 33 2186 37 78 17 69 

韓4m 12 46 2136 34 76 15 43 

韓5m 909 17 64 29 68 13 71 

韓6m 15 64 22 I 5 28 59 1914 

点訊 7 m 11 86 20 33 26 12 73 

韓8Ill IO 8 I I 806 27 61 15 64 

韓9m I 4 09 20.2 40.76 14 4 I 

韓 !Om 11 25 20 2 4125 11 09 

韓 II f 13 39 I 9 6 38 83 14 79 

韓 12f I 3 01 21 16 35 79 I 3 93 

韓 I3 f 12 57 20 76 38 73 12 08 

1 | I l f l l 09 18 11 37 7 1004 

中2m 9 31 l6 54 33 14 IO 43 

巾3m 15 75 2303 29 86 20 91 

中4m 14 41 23 17 36 2 17 28 

米 Im I 3 71 23 22 34 99 I 8 21 

米 2m 13 12 23 98 43 32 16 22 

米 3f 97 I 9 54 28 63 160 I 

米 4Ill 14 09 23 51 36 87 20 15 

米5Ill 11 91 21 I 6 37 88 12 68 

米6m 11 09 19 I 9 28 85 I 3 82 

印 Im I 301 22 54 37 2 16 54 

ニュIf 14 74 24 79 39 32 I 8 83 

バン Im 10 48 19 29 36 76 9 54 

英 IIll 13 82 23 46 48 32 I 3 93 

届間角

27 88 

19 65 

I 8 93 

27 6 I 

24 84 

3046 

24 32 

23 27 

25 73 

27 02 

22 54 

20 61 

20 71 

30 37 

31 3 

24 8 

23 27 

22 88 

25 64 

27 88 

26 24 

28 37 

24 47 

318 

22 36 

27 97 

26 1 

25 69 

21 41 

219 

20 9 I 

14 68 

17 8 

34 68 

25 08 

23 51 

19 9 

20 I 5 

25 69 

18 83 

22 73 

22 73 

23 22 

12 9 

2606 

を抽出するために、 仏像データとヒ ト・データの

混用分析を行い、その有効性を検証した。

4. 鼻梁側面観諸角度の算出

品角以外の角度は、 tr_aから他の計測点に引い

た直線と、その計測点から基準線に下した垂線と

がつくる直角三角形から算出した。鼻角は prn_a

からprn'_aに引いた直線と、 prn_aから基準線に

下した垂線とがつくる直角三角形から算出 した。

算出した全標本の角度を表 3および表 4に示す。
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仏像煩部における恥梁側面観造形の特徴分析

5. 造形分析に適用する特徴パラメータの検討

前報 ［2|の4つの星本的な品梁造形様式を参照

しつつ、クラスター分析に用いる特徴パラメータ

（変数）の評価を試みた。

まず、すべての資料画像が正確な方向から撮影

されたものであるとは限らず、実際に角度値を用

いてクラスター分析を試行したが良好な結果が得

られなかったので、角度値（表 3、表 4)の直接

使用は回避した。次に、対象の垂直軸の周囲を回

る撮影方向誤差を除去するために、角度差、角度

比、および角度比の対数についてクラスター分析

を試行したが、やはり良好な結果が得られなかっ

たので、これらのパラメータを採用しなかった。

そこで、晶尖角 (TA)に対するその他の角度

の大小が、的梁側面観の圏線度合に対応すること

を考慮し、昴尖角に対する角度比の対数を、本

研究で使用する特徴パラメータとして採用した。

このパラメータは、角度比の対数変換値 ：LRNA

(=log(NA/TA)）、 LRPA(=log(PA/TA)）、 LRCA

(=log(CA/TA)）、 LRCA(=log(CA/TA))であり、個々

の仏像に属するので、 今後の研究において、さま

ざまな時期や地域の仏像造形との直接的な比較に

使用することができる。

しかし、この 4特徴パラメータのすべてを用い

たクラスター分析では、特徴的な造形を有する標

本がクラスター間に亘って分散する結果が得ら

れた。そこで、 4特徴パラメータから 3特徴パ

ラメータを選んでクラスター分析を行ったとこ

ろ、 LRNAを含む 3特徴パラメータを用いると、

すべてクラスター分析結果が不良であり、 LRPA、

LRCA、およびLRSAの3特徴パラメータを用い

たクラスター分析においてのみ、特徴的な造形を

有する標本がそれぞれのクラスターを形成した。

その原囚は、扁元角が品梁側面観の構成要素とし

ての度合の低さにあると考えられる。

6. 仏像造形特徴クラスター分析にヒト群データ

を併用する効果の検証

本研究の目的には、仏像鼻梁の直線的な側面観

作例の抽出のみならず、人間的な起伏のある作例

の抽出がある。前者に関しては、前述のように、

直線的な品梁に対応すべき特徴パラメータを設定

した。一方後者に関しては、前報 l2lにおいて、
ヒトの鼻梁側面観形状データを併用したクラスタ

一分析を試みた。そこで本報では、クラスター分
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析におけるヒト ・データ併用の効果を検証する。

以下のクラスター分析はすべて、 LRPA、LRGA、

および LRSAの3特徴パラメータを変数として用

しヽた。

検証は、以下の順序で行った。

(1)中国群の分析

(2)併用分析に使用する学生群の分析

(3)中国群と学生群の併用群の分析

(4)近江群と学生群の併用群の分析

6.1. 中国群の分析

まず、中国群のクラスター分析により得られた

樹形図と、主成分分析により得られた主成分得点

グラフを図 2に、また固有値および固有ベクト

ルを表 5にそれぞれ示す。

前報 l2lにおいて、中国群からは、 天龍山第 3
洞の菩薩頭（中 10天3東魏）をヒ ト類似造形の

作例として抽出しなければならないことが判明し

ている。この標本は、主成分得点グラフ（図 28)

では独立点であるが、それでもこの標本をクラス

ター分析で選別するには、第5階層まで下げてク

ラスター数を 6に設定しなければならない（図

2A)。各クラスターに属するデータは、第 1主成

分の降順に配列している（図 2B)。

一方、未知の対象群を分析する場合、クラスタ

一分析の階層数をどこまで増やせばヒト型の標本

が抽出できるか、わからない。またむやみに階

層数を下げるのではクラスター分析の意味が減殺

し、大観的な造形様式の把握から遠ざかってしま

う。

この問題を打開するために、私たちは仏像群デ

ータにヒト群データを併用するクラスター分析を

試み、仏像の鼻梁佃l面観造形は、およそ 4クラス
ターに分類できるのではないか、という結果を得

ている I2l。
しかしながら併用分析は、ヒ ト群として用いる

資料のデータに大きく依存することが容易に推定

されるので、つぎに、ヒ ト・データについて分析

した。

6.2. 学生群の分析

学生群特徴パラメータのクラスター分析の結果

を図 3Aに、 3クラスターに属する標本の特徴パ

ラメータ平均値グラフを図 4に、また主成分得

点グラフを図 3Bにそれぞれ示す。
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図2. 中国群のクラスター分析と主成分分析

鼻梁側面観特徴パラメータのクラスター分析樹形図
鼻梁側面観特徴パラメータの主成分得点グラフ
各クラスターに属するテータを囲む領域にクラスタ一番号を付している

表 5 主成分分析により得られた各群の固有値および固有ベクトル

固有値
‘・ : 
上1人且立2

I 

2 

［中国群］ ［学生群］ ［併用群］

固有（仙

2.50 

0.33 

寄与率（％）

83.20 

l ]．08 

索禎（％）

83.20 

9428 

固有値
‘-. 
1'l1x包逆
I 

2 

固h（直
2.23 

0.56 

冴炉枠（％）

74.21 

18.62 

索柏（％）

74.21 

92.83 

固有値
．ヽ．
i'．成分No
I 

2 

l店[{ if直＿ 

l.95 

0.92 

、ぶり率(%)

64 87 

30.50 

累柏（％）

64 87 

9538 

固有ペクトル

t成分 1
0.5649 

-0.5698 

-0.5968 

LRPA 

LRGA 

LRSA 

主成分 2

0.7346 

0.6767 

0.0491 

固有ペクトル

t成分 l
0.5690 

-0.5363 

-0.6234 

LRPA 

LRGA 

LRSA 

じ成分 2
0.6239 

0.7754 

-00975 

固有ペクトル

j=．成分 l

0.5859 

-0.4252 

-0.6898 

LRPA 

LRGA 

LRSA 

i:．成分 2
0.5569 

0.8297 

-00384 

1. ＂¥.,') 1 
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図 3. 学生群のクラスター分析と主成分分析

鼻梁側面観特徴パラメータのクラスター分析樹形図
鼻梁側面観特徴パラメータの主成分得点グラフ
各クラスターに属するデータを囲む領域にクラスタ 一番号を付している
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図4. 学生群3クラスターの鼻梁側面観特徴パラメータ
平均値パタン

学生群は、様々な人種、性別、年齢の学生で構

成されるが（表 2)、3クラスターに大別すると、

圏4に示すように、それぞれ独自の鼻梁側面観

特徴をもつことがわかる。図5の横顔輪郭に見

られるように、クラスター ］は、鼻角と鼻根角

は明瞭であるが、眉間角が浅い輪郭を示している。

クラスター 2は、鼻角と品根角は更に深く、眉

間角が鼻尖角よりも浅いという、特異な輪郭を呈

している。また、クラスター 3は、鼻角が浅く

て眉間角が鼻角にほぼ等しく、品根角がかなり浅

いという特徴的な輪郭を示している。

樹形図（図 3A)に示されているように、クラ

スター 1と2は多国籍の標本から成り、クラス

ター 3は日韓の標本から成る。ここで使用して

いる 3特徴パラメータだけから見れば、ヒ トの

贔梁側面観形状は人種や性別や年齢を横断してい

ることになる。

図38の主成分得点グラフは、各クラスターに

属するデータを囲む領域を示しているが、各クラ

スターに属するデータは、第 1主成分の降順に

配列している。

次に、学生群の鼻梁形状が、仏像群との併用分

析におよぼす効果を見極めるために、併用群の分

析を行った。

6.3. 併用群 （中国群と学生群）の分析

伊用群のクラスター分析結果を表 6に、また

主成分分析により得られた主成分得点グラフを、

図6にそれぞれ示す。

図6は、中国群と学生群の主成分得点グラフ（そ

A
 

B
 

c
 

D
 

図5. 学生群3クラスターに属する標本の横顔輪郭

A クラスター 1に属する例 （クラスター 1-1)

B クラスター 1に属する例 （クラスター 1-2)
C クラスター 2に属する例
D クラスター 3に属する例

れぞれ図 28、図 38)の合成分布として理解され

る。図6において、中国群の各クラスターに）属

するデータも学生群の各クラスターに属するデー

タも共に第 1主成分の降順に配列しているが、第

2主成分は、中国群の多くが負値であるのに対し

て、学生群の多くが正値である。仏像とヒ トの靡

梁側面観の大観的な差違は、眉間の隆起に依存す

る度合が大きいことを示唆するものと考えられ

る。

併用群のクラスター分析では、中国群のクラス

ター（図 2A) と学生群のクラスター （固 3A)が

それぞれ別個のクラスターに分類されることが

示された（表 6)。ただし、併用群のクラスター

］と2は併せて学生群のクラスター ］に対応し、

仏像群のヒ ト型鼻梁標本である中 10天3東魏を

包含している。併用群のクラスター 3は、学生

群のクラスター 2に対応する。併用群のクラス

ター5は、学生群のクラスター3に対応し、中

28北響中北斉という標本を取り込んでいる。ま

た併用群のクラスター 4は、中国群のクラスタ

ー］ に対応 し、併用群のクラスター6は、中国

群のクラスター2に対応し、併用群のクラスタ

- 7と8は、それぞれ中国群のクラスター3と

4に対応する。

この併用群クラスター分析によって、中国群の

2例（中 10天3東魏と中 28北響中北斉）だけが、

学生群のクラスターに包含され、それら以外の中

国群標本は学生群と異なるクラスターを構成する

こと、すなわちヒ トとは異なる昴梁側面観形状を

有することが明らかになった。
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表 6. 併用群（中国群と学生群）鼻梁側面観特徴パラメータのクラスター分析結果

学CLI十中CL5 学CL2 巾CLI 学CL3 +1|＿I CL6 叶1CL 2 中CL3 中CL4 
〈l〉 く2〉 く3〉 〈4〉 〈5〉 (6〉 く7〉 く8〉

中 10天3束魏 韓 2m 日2f 中2雲2北魏 中28北孵中北斉 中8常北魏 中 14犬 l北斉 中26北糊南北斉
韓 Im 韓 3m 韓 l0m 中4雲北魏 日Im 中30龍敬善唐 中 16天 16北斉 中32龍則犬唐
印 Im 韓 4m 中 If 中6雲北魏 韓6m 中36龍唐 中20天 16北斉 中34龍則）く庫
11 3 f 韓 9m 巾2m 中 12天 l北斉 韓8Ill 中40龍奉先店 叶I24)~8 祉i（I多 I隋i q-1 42龍奉先唐
中4!Tl Fl 7 m 韓 13f 中 18天 16北斉 中3m L|1 44龍伶先肝 中50犬 17唐 叶146火 18唐
115 m 日8m LI I 3 f 中22天8附 日6m

l」Jim 日9m 米2m 巾48天2I I月 日14m 

日18m 日 l0m 英 Im 中52X 17唐 日15m 

韓 7m 日17m 米5m 

LI 4 m 韓 5m バン Im

韓 II f 

韓 12f 

11 12 f 
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米3f 

米4m

ニュ If 
米6m

i-. 1,9 ; i l 
主成分得点
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図6. 併用群（中国群と学生群）鼻梁側面観特徴パラメータの
主成分得点グラフ

A
 

0.2 

ヒトクラスターに混入した 2例のうち、中 10

天 3東魏は学生群のクラスター 1に混入し、中

28北響中北斉はクラスター 2に混入した。そこ

で学生群クラスターがヒ ト型造形作例の抽出に及

ぼす作用について、以下の検討を進めた。

6.4. 中国群との併用分析に適する学生群データ

の選定

学生群のクラスターに包含された中 10天3東

魏と中 28北密中北斉の画像を図 7Aに、またそ

れぞれの特徴パラメータ値を図 78に示す。

中 10天3東魏（天龍山第3洞東魏時代）は、

図7に示されているように、眉間と鼻根の起伏

が明瞭なヒ ト型側面観造形の作例である。この作

例データは、併用群の主成分得点グラフにおいて、

図7.

0 15 

°・ l 
005 

-0.05 

-0.1 

-0.15 

-0 2 

-025 

中28北響中北斉

1口LRPA口LRGA□LRSA | 
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B

 

学生群のクラスターに包含された中国群仏像の画
像と特徴パラメータ ・パタン

中 10天3東魏と中 28北響中北斉の側面観画像
中10天3東魏と中28北響中北斉の特徴パラメータ・
パタ ン
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図 8. 併用群（中国群と学生群 CL1-2クラスター）のクラスタ ー分析と主成分分析

A. 鼻梁側面観特徴パラメータのクラスター分樹形図
B. 鼻梁側面観特徴パラメータの主成分得点クラフ
各ク ラスターに属するデータを囲む領域にクラスタ一番号を付している

学生群クラスター lに属するヒ ト・データに囲

まれている（図 6)。

一方中 28北響中北斉（北響堂山中洞北斉時代）

は、図7Bから見て取れるよう に、特徴パラメータ・

パタンがヒ ト型ではあるが鼻根の陥凹が極めて小

さく、併用群の主成分得点グラフにおいて、学生

群のクラスター3に極めて近接した座標をもつこ

とによって同群に併合されたものである（図6)。

この像は、中国群のクラスター分析ではクラスタ

ー ］に属し、造形様式と しては後述のリニア型

に含めるのが妥当である。

ヒト型の品梁側而観を有する作例を仏像群の中

から抽出しようとする私たちの目的からすれば、

クラスター分析における仏像群とヒ ト群のデータ

交錯は、 Fl的に反するものである。併用クラスタ

一分析には、データ交錯が起らないようなヒ ト・

データを用いたい。

そこで、似16の併用群主成分得点グラフにお

いて、 中国群のデータに近接する領域に広がる学

生群のクラスター 2と3は、併用分析用データ

から除外することにした。

さらに、 学生群クラスター lの中にも、中国

群に近接したデータがあり、将来、中国群以外の

仏像を分析する場合に、データ交錯を起す可能性

が大きい。この併用分析上のリスクを避けるため

には、仏像群データからの距離が大きいヒ ト・デ

ータを川いることが有用であると考えられる。

そこで、 学生群クラスター 1のサブクラスタ

ーである学CLl-2クラスターが、クラスター l

の中で仏像群データとの距離がより大きく（図

3B)、併用群のクラスター分析において独立のク

ラスター 2を構成することから（表 6)、以下、

このクラスターに属する標本群を併用分析に用い

ることにした。

学 CLl-2クラスターのデータを用いて行った

中国群との併用クラスター分析樹形図を図8Aに、

また主成分分析における主成分得点グラフを図

8Bにそれぞれ示す。

7. 併用群（近江群と学生群）の分析

前章において選定した併用分析用の学生群

CLl-2クラスターを用いて、外的標本 (external

samples) として近江群の分析を行った。結果を

図 9Aおよび図 98に示す。近江群は、ヒ ト型造

形の作例を含まず、また次章で述べる「隆起型」

を欠くことがわかる。主成分得点グラフから、 学

生群データとの交錯は生じていないことが見て取

れる。

8. 特徴分析による仏像鼻梁側面観造形様式の分

類

8.1. 特徴パラメータ・パタンと鼻梁側面観造形

様式

クラスター分析により得られた各クラスター昴

梁側面観の特徴パラメータ ・パタンと仏像の造形

特徴との関連性について述べる。クラスターの特

徴パラメータ平均値パタンと造形様式を図 10に、

またその平均顔を図 l]にそれぞれ示す。
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図 9.併用群（近江群および学生群 CL1-2クラスター）のクラスター分析と主成分分析

A. 鼻梁側面観特徴パラメータのクラスター分析樹形図
B. 鼻梁側面観特徴パラメータの主成分得点グラフ
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図 10. クラスターの特徴パラメータ ・パタンとその造形様式

A 中国群仏像の鼻梁側面観特徴パラメ ータ平均値パタンと造形様式
B. 近江群仏像の鼻梁側面観特徴パラメータ平均値パタンと造形様式

以下に造形様式の特徴を述べる。

l)クラスター 1の造形様式 ：「リニア型」鼻梁

が鼻尖から髪際までほぼ直線状に延び、昴根眉間

の起伏は無いか、あるいは極めて小さい。この型

は、時代の占い像に比較的多く、慈悲型仏像の鼻

梁基本形であったことをうかがわせる。

2) クラスター 2の造形様式： 「単調型」昴梁は

陥凹のない鼻根で終り、そこから上は髪際までほ

ぼ平坦に近い。この型は近江群に多く 、日本では

近江の観音像以外にもかなり拡散している。いっ

ぽう中国群では少数派であり、地域的にも限定さ

れていた。

3)クラスター3の造形様式：「起伏型」鼻、品根、

眉間がすべてきわめて明瞭な起伏を示す。この型

は、眉間の隆起と島根の陥凹が明瞭であり、慈悲

型仏像には少ないが、天部や明工の怠怒柑では多

く見られる。多くの人間の横顔はほぼこの型に人

る。

4) クラスター 4の造形様式： 「隆起型」鼻梁が

鼻尖から髪際まで延びるが、眉間のみならず鼻根

すらも、鼻尖角を超えて隆起する。鼻梁の延長線

が、髪際よりも上の空中で基準線と交わる特異的

な造形であり、中国群に独特であった。特有の造

形意図の存在が推定される。

5)クラスター 5:「その他」鼻梁の起伏は小さい

が、種々のパタンを有するクラスターである。起

伏が小さい点では、リニア型に近縁とも言えよう

が、パタンとしては単調型や起伏型が含まれるの
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図 11． 各クラスターの平均顔

A リニア型 （中国）、 B 単調型 （中国）、 C 起伏型 （中国）、 D 降起型（中国）

E リニア型 （近江）、 F 単調型 （近江）
平均顔は、各クラスタ ーごとに第 1主成分得点を参照して 4標本を選び，各画像において特徴点 50点
を手動で抽出し，三角パッチごとにアフィン変換パラメータを求め，重ね合わせて作成した

ただし Cは、単一標本のため、そのままを示している

で、ここでは保留の意味でその他に分類した。

中国群と近江群のリニア型を比較すると、近江

群では眉間の隆起がなく、極くわずかに単調型に

近いパタンとしていることが中国群と異なる。中

国仏のような囲線的な鋭い印象を示さないのは、

このためと思われる。

8.2. 造形様式から見た造形基準の考証

ここでは、中国石窟寺院仏頭および平安期近

江の観音菩薩像について、概観する。図 12と図

13にそれぞれ、本研究に用いた中国群の側面観

画像と近江群の側面観画像を示す。

もっとも古い北魏期雲岡の仏頭は、細顔にリニ

ア型の鼻梁造形を施しているために、直線的な

横顔輪郭が強い印象を与えている。リニア型は、

三百年を下る唐時代でも盛んに行われたが、頭部

が丸型になり、頬など顔面の起伏造形が豊かにな

ったために、 リニア型鼻梁がそれほど目立たなく

なった。いっぽう日本では、平安期でもっとも古

いとされている延暦寺、園城寺、来迎寺の観音菩

薩が、強い直線的な鼻梁を呈している。この型は

平安後期にまで踏襲されたが、顔の全体的印象と

してはやはり次第に目立たないものになった。

眉間と鼻根が突き出る隆起型は、北斉期から隋

代にかけての天龍山に集中している特異型であ

る。この型が、他の時代、他の地域に伝わった跡

は見当たらないようである。ギリシア鼻スタイル

の誇張表現様式かとも思われるが、日本における

有無などについては今後のさらなる追究を要す

る。

中国の単調型は、今回の資料では、北魏期常県

の 1例を除き、唐代龍門に集中している。この型

は中国では少数派であったようであるが、日本で

は多数派になった。近江の観音菩薩のみならず、

如来型でも多数を占めている（未発表）。この型

が日本で人気を得た理由は、今後の研究に待たれ
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図 12. 中国群標本の側面観画像

I リニア型、Il 単調型、旧 起伏型、N 隆起型、V その他
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図13. 近江群群標本の側面観画像

I リニア型、Il 単調型

るところである。

人間のプロファイルに近い印象を与える起伏型

は、 今回の資料では中国東魏期の 1例のみであっ

たが、日本の他時代、他地域には散見されている

（未発表）。超人性の表象をt目的とした仏像の姿
としては、この型は人間に近すぎるために、例数

が極めて少数に留まったとも考えられる。

9. 考察

l)品梁側面観造形に対応する特徴パラメータの

選定について ：鼻尖角、鼻角、鼻元角、眉間角、

および鼻根角の 5角度を両像上で計測した。鼻尖

角は、髪際から晶尖に引いた空間を通る直線と、

髪際から願最下部に引いた基準線とが成す角度で

あって、この角度に対するその他の角度の大小を

表すため、それぞれ品尖角に対する鼻角、盾間角、
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あるいは鼻根角の比の対数値をもって、造形特徴

パラメータとした。このパラメータの値は、個々

の仏像固有の値である。これらの特徴パラメータ

値を用いたクラスター分析によって、中国石窟寺

院仏頭および平安期近江の観音菩薩像の品梁側面

観造形様式が、少なくも 4様式に分類できること

が判明した。

2)仏像データとヒ ト・データを併用するクラス

ター分析について ：仏像群データ中から、とくに

ヒト型鼻梁側面観を有する極少数の仏像を有効に

抽出するために、ヒト ・データを用いる方法を開

発した。これらの特徴パラメータによって、ヒ ト

側面観形状は 3ないし 4のクラスターに大きく分

類されたので、併用分析に最適な形状を有するヒ

ト・グループを選定した。併用群のクラスター分

析および主成分分析により、少数のヒ ト型仏像を

除き、大多数の仏像は、ヒ トとは異なる｛則面観形

状を表現するために、意図的に造形したものと考

えられる。

3)本研究で開発した手法を、日本の飛鳥白鳳、

天平、鎌倉の各期、あるいは平安期の如来型や怠

怒型などの仏像に適用することにより、ヒ ト類

似の起伏型、あるいはリニア型、あるいは単調型

の伝播が解明されるものと期待される。また、ア

ジアにまたがるギリシア鼻様造形の伝播について

も、なんらかの道筋が明らかになるものと思われ

る。

11. まとめ

l)仏像造像様式の時代的、地域的、民族的変遷

を計測的かつ統計的に解析する試みにおいて、鼻

梁側面観造形の特徴分析を行った。

2)仏像品梁側面観造形の計測的かつ統計的な分

析手法を開発した。その内容は次のとおりであ

る。

(1)仏頭側面観画像において、 tr_aより gn_a

に引いた直線が垂直となるように、 tr_aを中心

に画像を回転して垂直姿勢とし、基準線とする。

この姿勢において、計i則点を決定する。

(2)特徴パラメータは、昴尖角に対する鼻角、

眉間角、および鼻根角の比の対数値が有効であ

る。

(3) ヒト型側面観標本の抽出には、仏像とヒ
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トのデータを併用したクラスター分析および主

成分分析が有効である。

3)中国石窟寺院仏頭と平安期近江の観音菩薩像

を対象とした鼻梁側面観データのクラスター分析

の結果、「リニア型」、「弔調型」、「起伏型」、およ

び「隆起型」の 4型の存在を確認した。

4) この手法の適用によって、アジア全域にまた

がる仏像の晶梁側面観造形様式伝播の解明が期待

される。
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仏像珀部における昴梁側而観造形の特徴分析

英文要旨

Making of Buddhist statues was originated at present-day India and Pakistan in the end of 1st century and 

thereafter spread to every region of Asia, producing a variety of artforms reflecting locality, ethos, and age. 

We are conducting investigation into statistical analysis of the artforms using data obtained from digitalized 

images of Buddhist figures. Here, we attempted feature analysis of nasoglabellar profile forms in Buddhist 

sculpture heads. Among many variables such as angles, differeces between two angles, or ratios of one angle 

to another, following three variables were found most effective as feature parameters for cluster analysis: 

logarithm of the ratio of the nasal angle to the pronasale-trichion-gnathion angle, logarithm of the ratio of the 

glabella-trichion-gnathion angle to the pronasale-trichion-gnathion angle, and logarithm of the ratio of the 

sellion-trichion-gnathion angle to the pronasale-trichion-gnathion angle. In order to extract extremely minor 

Buddhist figures with human-like nasoglabellar profiles, we used human data in combination with Buddhist 

sculpture data for the cluster analysis and the principal component analysis. Parameter data from images 

of heads of Buddha from Chinese stone cave temples, of Avalokitesvara (Kannon) figures in Oumi district of 

Heian Period, and of university students were used. The analyses disclosed four types in the nasoglabellar 

artforms including "linear nasoglabellar profile", "monotonous nasoglabellar profile", "concavo-convex 

nasoglabellar profile", and "projecting nasoglabellar profile". 
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